
サービスデザインのプロセス
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解決すべき社会課
題

お客さまやステー
クホルダーも巻き
込んで，課題を解
決した将来像につ
いて議論する

お客さまやステー
クホルダーと目指
すVisionと将来の
あるべき姿を共有
する

STEP 1

Visonに基づき描
いた将来のあるべ
き姿

インタビューや現
場観察，ステーク
ホルダーとの議論
から現状を精細に
把握する

将来のあるべき姿
と現状のギャップ
を認識し，潜在的
課題を掘り起こす

STEP 2

将来のあるべき姿
と現状のギャップ，
潜在的課題

ステークホルダー
を含めた多様なメ
ンバーでギャップ
を埋めるアイデア
やコンセプトにつ
いて議論する

将来のあるべき姿
を実現する多様な
事業アイデアを創
出する

STEP 3

将来のあるべき姿
を実現する新たな
事業アイデア

多様なアイデアを
実環境でプロトタ
イプし，現実の
ユーザーを相手に
検証する

現実のユーザーに
必要とされ，全て
のステークホル
ダーに受容される
新たな事業アイデ
ア

STEP 4
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